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要 旨 
星の明るさが変化する時に星の組成が変化するのではないか、という仮説の検証を行った。観測対象としてカシ

オペア座γ型変光星の代表星であるγCassiopeia（以下、ツィーとする）を研究対象とし、分光及び測光による観

測を行った。 

 

1．はじめに 
観測対象としてカシオペア座のW字の真ん中にある星(図1)であるカシオペア

座γ星を選んだ。星は高速で回転し、周りにあるガスリングにより変光する。

(カシオペア座γ型変光星)B型星の中でもBe星と呼ばれる。 

 

 

2．研究手法 

 使用機材：口径300mmカセグレン式反射望遠鏡（C-300） 
      冷却CCDカメラ（Atik414Ex） 
      分光器（Alphy600） 
 
 
以上の機材を用いてツィーの分光・測光観測を行い、すばる画像解析ソフトMakali`iを用いて解析した。そして、ツ

ィーの光度とHα、Hβ線の輝線の相対強度を求めた。 
 
＜輝線の相対強度＞ 
 輝線のピークのカウント値を連続スペクトルのカウント値で割った値のこと。本来は等価幅を用いて評価するが、

今回はフラット補正を行ったためこの方法を用いた。 
 

3．結果 

 実視等級が42日の間に3.17等から3.70等に変化した。2021/12/10の輝線の相対強度はHα線が1.43、Hβ線は1.18
だった。 

 

4．考察 
 過去の同研究から期間が空き、観測環境も変わったため、結果の一部を使用できなくなってしまった。光度変化に

対応する輝線強度の変化を見ることが出来なかったので、今後も継続的な観測が必要と考える。 
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